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研究成果の概要（和文）：本研究は、インプラント周囲炎治療の細菌叢と治療効果の相関を調べることで新規細
菌学的診断方法の確立を目指した。そして治療介入により細菌種組成が健康な状態に近づくことを確認した。特
に歯周病関連細菌Porphyromonas属が減少し、Streptococcus属が増加する傾向が明らかとなった。この
Porphyromonas/Streptococcus比は治療効果や予後を予測する新指標となり得る。本研究は新たな診断・治療プ
ロトコールの開発へと繋がる重要な成果である。

研究成果の概要（英文）：This study aimed to establish a novel bacteriological diagnostic method by 
examining the correlation between the bacterial flora of peri-implantitis treatment and treatment 
efficacy. We confirmed that the bacterial species composition approached a healthy state after 
treatment intervention. In particular, the periodontal disease-associated bacteria Porphyromonas 
spp. decreased and Streptococcus spp. increased. The Porphyromonas/Streptococcus ratio may be a new 
indicator for predicting treatment efficacy and prognosis. This study is an important achievement 
that will lead to the development of new diagnostic and therapeutic protocols.

研究分野：インプラント周囲炎

キーワード： インプラント周囲炎　歯周炎　細菌叢解析

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究により、インプラント周囲炎治療の細菌叢変化と治療効果の間の関連性を明らかにした。特に、
PorphyromonasとStreptococcusの比率が重要な指標であることを確認し、これはインプラント周囲炎の新たな診
断方法となり得ると考えている。この研究結果は、細菌学的な手法を用いて診断をや治療効果を判断し、適切な
介入を効果的に行うことを可能にすることで、患者の生活の質の向上に寄与することができる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

近年、歯科インプラント治療は欠損歯の補綴に重要な役割を果たすようになり、その成果を享受

する人々が増えている。しかし、その一方で、治療後のトラブルも増加傾向にある。特にインプ

ラント周囲炎は頻繁に発生し、これは歯周炎と同様に複数の細菌が関与する複合感染症である

ことが知られている。しかし、歯周炎と比較してこれまでに確立された治療法が存在しないこと

や、その病態進行の速さは大きな臨床的問題であった。既存の研究では特定の細菌種・細菌群の

関与が示されており、これらのさらなる理解は新たな診断・予防・治療法の確立に向けた鍵とな

ると考えた。 

 

２．研究の目的 

本研究の目的は、インプラント周囲炎治療における細菌のゲノム情報と臨床データを基に統合

的な解析を行い、疾患原因の細菌叢パターンとその変化と治療効果との関連性を明らかにする

ことである。具体的には、病原細菌の生態と動態を臨床検体から調査される細菌叢解析によって、

それがどのようにインプラント周囲炎の発症と進行に関与しているのかを明らかにする。そし

て、細菌学的な因子を解明し、これを基に新たな診断指針及び治療プロトコールの開発を目指す。 

 

３．研究の方法 

本研究は、東京医科歯科大学の歯科研究倫理委員会の承認を得て行われた（承認番号 D2015-535）。

被験者からは治療前後のインプラント周囲ポケットから歯肉縁下プラークを採取した。採取は

最深部のポケットから滅菌ペーパーポイントを用いて 30 秒間静置することによって行われた。

プラークからの細菌 DNA 抽出は、メーカーの指示に従いキット（Mora-extract AMR Inc., 東京, 

日本）を使用して行った。16S rRNA 遺伝子ライブラリーは、Q5 Hot Start High-Fidelity DNA 

Polymerase（New England Biolabs, Ipswich, MA, USA）と指定のプライマーを使用して、16S 

rRNA 遺伝子の V3-V4 領域を増幅することで構築された。ライブラリーは MiSeq プラットフォー

ム（Illumina, San Diego, CA, USA）を用いてシーケンスされた。取得されたシーケンスデータ

はクオリティチェックののち、各種解析によって細菌種組成を調べた。 

 

４．研究成果 

a) 治療結果 

治療開始 1 ヵ月後、インプラント周囲炎部位の Probing Depth は 3mm まで減少した。対象部位

では Bleeding on probing は観察されなかった。これらの結果は 3ヵ月間維持され、それ以降

のフォローアップではプロフェッショナルな機械的クリーニングが定期的に行われた。5年間の

フォローアップの結果、インプラント周囲の健康が維持され、重篤な問題は発生しなかった。 

b) 細菌組成の変化 

治療前のプラークでは、Bacteroidetes が最も優位な割合を占めていた。これに対し、治療後の

プラークでは、Firmicutes, Actinobacteria, Proteobacteria が優位になった。この治療前後

での細菌組成の変化は、特定の属の増減によるものであった。 

c) 特定属の増減 

治療介入により、Firmicutes 門の Streptococcus 属が顕著に増加した。また、Bacteroidetes 門

の Porphyromonas 属の減少が特に顕著で、インプラント周囲部位では 20.9%から 0.236%に減少



した（図 1,2）。 

d) 長期的な臨床結果 

治療開始から 7年後の評価では、ポケット

深さ（Probing Depth: PD）はインプラン

ト周囲部位で 4mm となり、BOP は観察され

なかった。さらに放射線写真で骨吸収の進

行は観察されず、骨の状態は安定してい

た。 

e) 考察と展望 

本研究結果は、非外科的治療がインプラン

ト周囲炎の長期的な管理に有効であるこ

とを示すとともに、治療により口腔内細菌

叢の変化が生じることを明らかにした。ま

た、特定の細菌群の増減が疾患の進行や治

療応答に関与する可能性を示唆しており、

特に、Porphyromonas と Streptococcus の比

率が重要な指標であることを確認した。こ

れはインプラント周囲炎の新規早期診断法

の改善に寄与する可能性がある。 
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